
伝
言
板 

市
民
の
皆
さ
ん
の
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
体
験
教
室
 

B

6
月
25
日
貉
、
午
前
10
時
〜
正
午

／
C
エ
イ
ト
ア
リ
ー
ナ
／
A
シ
ュ
ー
ズ
・

運
動
し
や
す
い
服
／
F
50
人
（
申
込
順
）

※
子
ど
も
連
れ
で
も
可
／
H

無
料
／

D

6
月
20
日
ま
で
に
、
ビ
ー
チ
ボ
ー

ル
バ
レ
ー
同
好
会
・
青
田
蕁
9
9
8

＝
3
4
0
6
へ
 

 暑
気
払
い
「
囲
碁
大
会
」
 

B

7
月
20
日
豸
、
午
前
10
時
〜
／
C

や
し
お
生
涯
楽
習
館
／
E

囲
碁
の
で

き
る
方
／
H

1
5
0
0
円
（
弁
当
、

飲
み
物
、
賞
品
代
）
／
F

40
人
／
D

6
月
30
日
ま
で
に
氏
名
、
電
話
番
号
、

級
、
段
位
を
電
話
で
、
野
口
蕁
9
9

9
＝
4
8
5
1
・
仲
山
蕁
9
9
5
＝

3
7
2
6
へ
 

 午
後
の
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
 

　
耳
馴
染
み
の
あ
る
曲
を
生
で
 

B

7
月
13
日
豸
、
午
後
2
時
30
分
〜

／
C

八
潮
メ
セ
ナ
／
G

野
ば
ら
・
大

き
な
古
時
計
・
と
な
り
の
ト
ト
ロ
・

ア
ン
パ
ン
マ
ン
な
ど
／
H
9
5
0
円（
前

売
り
8
0
0
円
）／
I
松
島
蕁
9
9
6

＝
0
4
6
0
・
沢
田
蕁
0
9
0
＝
7

8
0
5
＝
5
1
9
7
 

 環
境
保
全
講
習
会
 

　
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
学
ぼ
う
 

B

6
月
15
日
豸
、午
後
1
時
30
分
〜
3

時
／
C

や
し
お
生
涯
楽
習
館
／
F

40

人（
先
着
順
）／
I

八
潮
自
然
観
察
会
 

・
岸
蕁
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
9
9
7
＝
9
2
8
6
 

 ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル
 

B

6
月
29
日
豸
、午
前
10
時
〜
／
C

パ

ル
コ
通
り
沿
い
後
藤
宅（
中
央
4
―
1

―

15
）※
駐
車
場
な
し
／
F

15
区
画
程

度（
申
込
順
）／
H

1
区
画
2
0
0
0

円
／
I
後
藤
蕁
9
9
6
＝
1
0
8
1
 

 

集
え
！
枝
豆
づ
く
り
応
援
団
 

　
「
枝
豆
」収
穫
祭
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
 

B

6
月
22
日
豸
、
午
前
9
時
30
分
〜

正
午
ご
ろ
※
雨
天
決
行
（
荒
天
の
場

合
日
程
変
更
あ
り
）
／
C

文
化
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー（
集
合
）／
E

市
内
在

住
の
小
学
生
低
学
年
と
保
護
者
／
I

八
潮
青
年
会
議
所
・
福
野
蕁
9
9
8

＝
3
7
2
9
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
9
9
8
＝
3

7
6
9
 
 

 定
休
日
を
利
用
し
て
『
峰
』
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
カ
ッ
ト
 

B

6
月
17
日
貂
、
午
前
10
時
〜
午
後

4
時
／
C

峰
パ
ー
ト
Ⅱ（
中
央
1
―

13

―
18
）
／
H
カ
ッ
ト
1
0
0
0
円
※
売

上
の
一
部
は
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄

付
／
I

三
上
蕁
0
1
2
0
＝
1
0
7

＝
3
8
2
 

 市
民
公
開
講
座
「
正
し
い
頭
痛
の
知
識
」
 

B

6
月
29
日
豸
、
午
後
2
時
30
分
〜

4
時
30
分
／
C

草
加
市
文
化
会
館
／

G
「
頭
痛
と
う
ま
く
つ
き
あ
う
た
め
に
」
 

・
講
師
＝
東
京
女
子
医
科
大
学
脳
神

経
セ
ン
タ
ー
　
清
水
俊
彦
さ
ん
／

F

1
0
0
人（
要
申
込
）／
H

無
料
／

I

舘
・
佐
藤（
フ
ァ
イ
ザ
ー
製
薬
）蕁

0
4
8
＝
6
4
9
＝
2
7
7
7
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
0
4
8
＝
6
4
9
＝
2
6
6
2
 

 硬
式
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル
 

B
7
月
5
日
貍
、
午
後
7
時
〜
9
時
（
毎

週
土
曜
日
・
全
8
回
）
／
C

八
条
親

水
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
／
E
市
内
在
住
・

在
勤
者
／
G

初
心
者
か
ら
、
も
う
少

し
技
術
を
学
び
た
い
人
、
試
合
出
場

を
目
指
す
人
ま
で
、
段
階
に
応
じ
て

指
導
／
F

50
人（
申
込
順
）／
H

6
0

0
0
円
／
D

6
月
29
日
ま
で
に
、
硬

式
テ
ニ
ス
協
会
事
務
局
・
浅
賀
蕁
9
9

5
＝
3
4
8
3
へ
 

 

「
結
婚
　
う
れ
し
い
話
」 

人
権
そ
れ
は
愛

人
権
そ
れ
は
愛 

人
権
そ
れ
は
愛

人
権
そ
れ
は
愛 

人
権
そ
れ
は
愛 

　
「
う
ち
の
孫
娘
が
結
婚
し
た
ん
で

す
よ
。
相
手
の
人
は
地
区
外
の
人
な

ん
で
す
け
ど
ね
、
う
ち
の
子
が
自
分

の
所
は
同
和
地
区
だ
っ
て
こ
と
を
言

っ
て
も
、
相
手
の
家
族
の
皆
さ
ん
は
、

な
に
も
気
に
す
る
こ
と
で
は
な
い
っ

て
言
っ
て
く
れ
て
ね
。
」
今
で
も
同

和
地
区
へ
の
偏
見
で
結
婚
が
で
き
な

い
こ
と
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
な
か
、

こ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
う
れ
し
そ
う

に
し
て
く
れ
た
孫
娘
の
話
は
、
私
の

気
持
ち
ま
で
も
う
れ
し
く
さ
せ
て
く

れ
ま
し
た
。
 

　
「
き
っ
と
、
お
孫
さ
ん
や
家
族
の

皆
さ
ん
、
そ
れ
か
ら
、
お
相
手
の
方

と
そ
の
家
族
の
皆
さ
ん
、
す
べ
て
の

人
が
い
い
人
ば
か
り
な
ん
で
す
よ
。」

と
私
も
笑
顔
で
返
し
ま
し
た
。
「
本
当

に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
よ
。
」
私
と
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
と
の
楽
し
い
会
話
が
し
ば
ら

く
続
き
ま
し
た
。
 

　
不
思
議
と
、
う
れ
し
い
話
は
こ
ち
ら

側
の
心
ま
で
も
温
か
く
し
、
ま
る
で
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
立
場
に
い
る
よ
う
に
、

そ
の
出
来
事
が
何
だ
か
自
分
の
身
内
の

こ
と
の
よ
う
に
思
え
て
き
ま
し
た
。
同

時
に
、
い
ま
だ
に
同
和
地
区
に
対
す
る

誤
っ
た
認
識
や
偏
見
を
持
ち
続
け
、
結

婚
話
を
壊
し
て
し
ま
う
人
た
ち
が
い
る

こ
と
を
と
て
も
残
念
に
思
い
ま
し
た
。
 

　
21
世
紀
は「
人
権
の
世
紀
」と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。そ
れ
は
、私
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
人
権
を
認
め
合
う
大
切
な
ル
ー
ル

を
守
っ
て
い
こ
う
と
い
う
時
代
で
す
。
 

　
結
婚
は
、
私
た
ち
誰
も
が
持
っ
て
い

る
権
利
で
あ
り
、
お
互
い
に
尊
重
さ
れ

る
べ
き
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

21
世
紀
は
み
ん
な
の
人
権
の
世
紀
で
す

か
ら
…
。
 

　男女共同参画社会の実現には、市
民の皆さん一人ひとりの意識改革が
大切であり「女だから」「男だから」と
うい固定観念にとらわれず、それぞ
れの個性を大切にして様々なライフ
スタイルを自分の意志で選択できる
社会が求められています。 
　この週間を機会に、男女共同参画社
会の実現について考えてみましょう。 
 
男女共同参画社会とは 
　男女が共にお互いの個性を尊重し
合い、自分の意志により社会のあら
ゆる分野に参画する機会が確保され、
男女が平等に政治・経済・文化などの
利益を受け、共に責任を持つことが
できる社会をいいます。 

男女共同参画社会実現に向け 
　平成11年６月に「男女共同参画社
会基本法」が制定されました。この
基本法を踏まえ、埼玉県では、平成
12年3月「埼玉県男女共同参画推進条
例」を制定し、男女共同参画社会の
実現を推進しています。  
　本市においても「八潮市男女共同
参画推進条例（仮称）」の制定につい
て、現在検討をしているところです。 
 
市役所ロビーにてパネル展示 
　男女共同参画社会に関するパネル
展示や市内中学生から募集した男女
共同参画に関する標語を展示してい
ます。ぜひ、ご覧ください。 
I男女共同参画課蕁A８１１ 

　今日の環境問題は、地球温暖化や酸性雨などの地球規模の問題から、
廃棄物・リサイクル対策など身近な問題に至るまで、私たちの日常生
活や事業活動に深く関わっています。環境問題の解決に向けて、私た
ちにできることは少しずつでも実践していくことが、住みよい『八潮』
をつくり、かけがえのない『地球』を守ることになります。 

　エコライフ・エコオフィス運動 
　・ムダな電気は消し、省エネルギーに心がけましょう。 
　・ムダな水道は止め、省資源に努めましょう。 
　・資源を大切にし、ゴミの量を減らしましょう。 
　・環境に配慮した商品を使用、購入しましょう。 
　・公共交通機関を利用しましょう。 
　・アイドリング・ストップを実施しましょう。 
　・生活雑排水や工場排水に気をつけ、川をきれいにしましょう。 
　・自然に触れ、家庭や職場に緑を取り入れましょう。 
　・地域や地球全体のことを考えて行動しましょう。 

アイドリング・ストップは、 
「埼玉県生活環境保全条例」で次のように義務付けられています。 
①自動車などの運転者が、駐停車時にアイドリング・ストップを実施
すること。 
②自動車などの使用者（事業主など）が、運転者にアイドリング・ス
トップをするよう、適切な措置を講じること。 
③収容能力が20台または面積が500平方メートル以上の駐車場設置者お
よび管理者が、その利用者にアイドリング・ストップの実施をするよ
う周知すること。 
　　アイドリング・ストップとは、駐停車中の車のエンジンをかけっ　
　ぱなしにする「アイドリング」をやめることです。 
I環境課蕁A３３８・４７８・県東部環境管理事務所越谷支所蕁９６６
ー２３１１ 

参画で　わたしが変わる　未来も変わる 
男女共同参画週間　－６月23日～29日－ 

参画で　わたしが変わる　未来も変わる 
男女共同参画週間　－６月23日～29日－ 

参画で　わたしが変わる　未来も変わる 
男女共同参画週間　－６月23日～29日－ 

　
「
二
丁
目
の
獅
子
舞
」
（
八
潮
市

指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）
を
保
存
し
、

後
継
者
に
継
承
し
て
い
る
二
丁
目
獅

子
舞
保
存
会
が
、
そ
の
活
動
が
優
れ

て
い
る
と
認
め
ら
れ
、
埼
玉
県
文
化

財
保
護
協
会
か
ら
優
良
文
化
財
保
護

団
体
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

二
丁
目
獅
子
舞
保
存
会
が
表
彰
さ
れ
る
！
 

　彩の国まごこ
ろ国体八潮市実
行委員会では、
８月11日から
14日まで、第
８回ジャパンオ
ープンハンドボ
ールトーナメン
ト（第59回国
民体育大会ハン
ドボール競技リ
ハーサル大会）を開催します。 
　国体の趣旨に賛同される企業およ
び団体などの協賛をお願いいたしま
す。また、売店の出店も募集します。 
I国体推進課蕁A８８１ 

　

介
護
保
険
料
の
納
入
通
知
書
発
送
 

　
65
歳
以
上
の
方
の
平
成
15
年
度
介
護
保

険
料
納
入
通
知
書
を
、
次
の
と
お
り
発
送

し
ま
す
。
 

①
特
別
徴
収
の
方
（
年
金
か
ら
介
護
保
険

料
が
差
し
引
か
れ
る
方
）
は
6
月
16
日
 
 

②
普
通
徴
収
の
方
（
納
付
書
ま
た
は
口
座

振
替
で
納
め
る
方
と
10
月
か
ら
年
金
よ
り

差
し
引
か
れ
る
方
を
含
む
）
は
6
月
12
日
 

※
次
の
方
は
、
介
護
保
険
料
の
減
額
が
受

け
ら
れ
ま
す
 

　
介
護
保
険
料
第
2
段
階
（
世
帯
全
員
が

住
民
税
非
課
税
）
で
、
世
帯
全
員
の
収
入

合
計
が
1
2
0
万
円
以
下
、
か
つ
住
民
税

課
税
の
者
か
ら
扶
養
を
受
け
て
い
な
い
な

ど
の
一
定
要
件
を
満
た
す
方
 
 

　
減
額
を
希
望
す
る
場
合
は
、
市
へ
の
申

請
が
必
要
で
す
。
 

I
高
齢
い
き
が
い
課
蕁
A
4
4
3
・
4
4

9
 

　

戦
没
者
等
の
妻
お
よ
び
 

　

父
母
等
の
皆
さ
ん
へ
 

―
特
別
給
付
金
が
継
続
支
給
さ
れ
ま
す
―
 

・
特
別
給
付
金
の
最
終
償
還
を
終
え
た
戦

没
者
等
の
妻
お
よ
び
父
母
等
に
、
改
め
て

特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

・
第
17
回
特
別
給
付
金
「
い
号
」
国
債
を

受
け
ら
れ
た
戦
没
者
等
の
妻
に
、
額
面

2
0
0
万
円
の
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
　
 
 

・
第
19
回
特
別
給
付
金
「
い
号
」
国
債
を

受
け
ら
れ
た
戦
没
者
の
父
母
等
に
、
額
面

1
0
0
万
円
の
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
 
 

・
請
求
期
限
は
、
平
成
18
年
3
月
31
日
ま

で
で
す
。
 
 

・
請
求
手
続
き
お
よ
び
詳
細
に
つ
き
ま
し

て
は
、
社
会
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
 

I
社
会
福
祉
課
蕁
A
3
1
6
・
8
2
2
 

　

計
量
器
（
は
か
り
）
の
定
期
検
査
 

　
取
引
や
証
明
に
使
用
し
て
い
る
計
量
器

（
は
か
り
）
は
、
計
量
法
で
2
年
に
1
回

定
期
検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

市
役
所
で
の
検
査
は
、
ひ
ょ
う
量
5
0
0

キ
ロ
グ
ラ
ム
以
下
で
機
械
式
は
か
り
の
定

期
検
査
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
該
当
さ
れ

る
方
は
必
ず
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。
 
 

　
な
お
、
検
査
に
は
所
定
の
手
数
料
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
 

B
6
月
19
日
貅
・
20
日
貊
、
午
前
10
時
〜

午
後
3
時
（
正
午
〜
午
後
1
時
は
昼
休
み
）

C
市
役
所
駐
車
場
東
側
 

I
埼
玉
県
計
量
検
定
所
蕁
0
4
8
＝
6
5

2
＝
2
1
7
1
 

　

受
水
槽
の
設
置
者
と
井
戸
水
を
 

　

飲
用
す
る
み
な
さ
ん
へ
 

〜
飲
み
水
に
よ
る
事
故
防
止
の
た
め
、
水

質
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
！
〜
 

　
飲
用
水
の
衛
生
管
理
が
悪
い
と
腸
管
出

血
性
大
腸
菌
（
Ｏ
1
5
7
）
や
赤
痢
菌
な

ど
の
病
原
菌
に
よ
る
汚
染
が
心
配
さ
れ
ま

す
の
で
、
飲
用
水
を
安
心
し
て
利
用
す
る

た
め
に
、
水
質
検
査
（
残
留
塩
素
、
大
腸

菌
群
等
）
を
受
け
る
と
と
も
に
、
受
水
槽

は
清
掃
す
る
な
ど
適
切
に
管
理
し
て
く
だ

さ
い
。
 
 

　
検
査
は
、
保
健
所
の
ほ
か
、
国
の
指
定

す
る
検
査
機
関
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
保
健
所
へ
直
接
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

　
ま
た
、
県
生
活
衛
生
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
、
国
の
指
定
す
る
検
査
機
関
一
覧
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。
 

http://w
w
w
.pref.saitam

a.jp/ 
A
04/BB00/seieihom

epage/to 
p.htm

l 

I
草
加
保
健
所
蕁
9
2
5
＝
1
5
5
1
 
 

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
1
1
0
番
 

B
7
月
5
日
貍
・
6
日
豸
、
午
前
10
時
〜

午
後
4
時
 

G
司
法
書
士
に
よ
る
、
多
重
債
務
者
の
債

務
整
理
に
関
す
る
電
話
相
談
会（
蕁
0
4

8
＝
8
3
9
＝
8
8
4
4
）
 

I
埼
玉
青
年
司
法
書
士
協
議
会
・
矢
島
蕁

0
4
8
＝
7
7
9
＝
1
6
7
3
 

　

埼
玉
労
働
局
総
合
労
働
相
談
 

　

コ
ー
ナ
ー
の
設
置
 

　
埼
玉
労
働
局
で
は
、
県
内
6
カ
所
の
労

働
基
準
監
督
署
内
に
総
合
労
働
相
談
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
て
、
労
働
問
題
に
関
す
る
相

談
と
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
労
働

に
関
す
る
様
々
な
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 
 

　
ま
た
、
個
々
の
労
働
者
と
事
業
主
と
の

間
の
労
働
関
係
に
関
し
て
お
困
り
の
場
合

は
、
埼
玉
労
働
局
に
次
の
制
度
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
　
　
 

①
労
働
局
長
に
よ
る
解
決
の
方
向
に
つ
い

て
の
助
言
・
指
導
を
行
う
制
度
 

②
弁
護
士
と
学
識
者
で
構
成
す
る
紛
争
調

整
委
員
会
が
、
紛
争
解
決
の
た
め
の
あ
っ

せ
ん
を
行
う
制
度
 

I
埼
玉
労
働
局
企
画
室
蕁
0
4
8
＝
6
0

0
＝
6
2
0
1
 

　

埼
玉
県
青
少
年
相
談
総
合
 

　

セ
ン
タ
ー
の
ご
利
用
を
 

　
埼
玉
県
青
少
年
相
談
総
合
セ
ン
タ
ー
で

は
、
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
、
子
ど
も
に

関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
情
報
や
悩
み
ご
と
に

応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
に
対
し
て
助
言
を

行
う
と
と
も
に
、
適
切
な
関
係
機
関
に
関

す
る
情
報
提
供
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
毎
週
木
曜
日
に
は
、
面
接
相
談

も
実
施
し
て
い
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

B
月
〜
金
曜
日
、
午
前
9
時
〜
午
後
7
時

（
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始
を
除
く
）
 

蕁
0
4
8
＝
8
3
0
＝
3
0
2
5
 

Ｆ
Ａ
Ｘ
0
4
8
＝
8
3
0
＝
3
0
2
7
 

Ｅ
メ
ー
ルa2905-10@

pref.saita 
m
a.jp 

I
社
会
福
祉
課
蕁
A
3
1
6
・
県
青
少
年

課
蕁
0
4
8
＝
8
3
0
＝
2
9
1
4
 
 

　

雇
用
保
険
の
改
正
 

　
早
期
再
就
職
の
促
進
、
多
様
な
働
き
方

へ
の
対
応
、
再
就
職
の
困
難
な
状
況
に
対

応
し
た
給
付
の
重
点
化
と
制
度
の
安
定
的

運
営
の
確
保
の
た
め
、
雇
用
保
険
制
度
が

5
月
1
日
か
ら
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
 

〔
主
な
変
更
点
〕
 

①
基
本
手
当
の
給
付
率
、
上
限
・
下
限
額

の
改
正
②
基
本
手
当
の
所
定
給
付
日
数
の

改
正
③
60
歳
到
達
時
賃
金
日
額
算
定
の
特

例
の
廃
止
④
育
児
、
介
護
な
ど
に
よ
る
休

業
、
勤
務
時
間
短
縮
措
置
に
つ
い
て
の
賃

金
日
額
算
定
の
特
例
の
創
設
⑤
公
共
職
業

訓
練
の
複
数
回
受
講
な
ど
の
特
例
措
置
の

拡
充
⑥
高
年
齢
求
職
者
給
付
金
の
額
の
改

正
⑦
就
業
手
当
の
創
設
⑧
教
育
訓
練
給
付

額
な
ど
の
改
正
⑨
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付

の
支
給
要
件
、
給
付
率
の
改
正
⑩
不
正
受

給
の
場
合
の
納
付
命
令
額
な
ど
の
改
正
⑪

雇
用
保
険
料
率
の
改
正
 

I
埼
玉
労
働
局
職
業
安
定
課
蕁
0
4
8
＝

6
0
0
＝
6
2
0
8
・
蕁
草
加
公
共
職
業

安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
9
3
1
＝

6
1
1
1
 
 

    
 

　

八
潮
メ
セ
ナ
自
主
文
化
事
業
 

①
め
で
あ
ひ
月
の
集
い
　
〜
和
の
伝
統
一

日
体
験
！
 

B
8
月
2
日
貍
、
午
後
2
時
開
演
 

H
高
校
生
以
上
1
0
0
0
円
（
友
の
会
9

0
0
円
）
、
2
才
〜
中
学
生
5
0
0
円
 

＊
全
席
自
由
 

D
6
月
11
日
か
ら
八
潮
メ
セ
ナ
・
や
し
お

生
涯
楽
習
館
窓
口
へ
　
　
　
 
 

②
八
潮
メ
セ
ナ
特
選
映
画
会
「
名
探
偵
コ

ナ
ン
〜
迷
宮
の
十
字
路
〜
」
 

B
6
月
14
日
貍
、
①
午
後
10
時
20
分
②
午

後
1
時
③
午
後
3
時
30
分
開
演
 
 

H
お
と
な
1
3
0
0
円
、
高
校
生
・
大
学

生
・
シ
ニ
ア
（
60
才
以
上
）
1
0
0
0
円
、
 

3
才
〜
中
学
生
9
0
0
円
（
当
日
券
の
み
）
 

＊
友
の
会
各
1
0
0
円
引
 
 

③
爆
笑
ラ
イ
ブ
ツ
ア
ー
2
0
0
3
年
 

B
6
月
22
日
豸
、
①
午
後
2
時
②
午
後
4

時
30
分
開
演
 
 

G
「
♪
な
ん
で
だ
ろ
う
　
な
ん
で
だ
ろ
う

♪
」
で
大
ブ
レ
イ
ク
し
た
、
テ
ツ
ａ
ｎ
ｄ

ト
モ
が
出
演
す
る
お
笑
い
ラ
イ
ブ
 
 

H
2
5
0
0
円
（
全
席
指
定
）
 

D
八
潮
メ
セ
ナ
窓
口
（
発
売
中
）
へ
 

―

①
②
③
共
通
―

 

C
八
潮
メ
セ
ナ
 

I
八
潮
メ
セ
ナ
蕁
9
9
8
＝
2
5
0
0
 
 

　

社
会
福
祉
協
議
会
事
業
 

①
革
工
芸
教
室
 

B
6
月
30
日
〜
8
月
4
日
（
7
月
21
日
除

く
、
毎
週
月
曜
日
・
全
5
回
）
、
午
後
1

時
30
分
〜
3
時
30
分
 
 

F
10
人
（
支
援
費
受
給
対
象
者
優
先
、
対

象
者
以
外
は
申
込
順
、
5
人
以
下
の
場
合

中
止
）
 
 

H
2
0
0
0
円
（
材
料
費
）
※
対
象
者
以

外
は
、
別
途
参
加
費
と
し
て
1
回
に
付
き

1
0
0
円
 
 

②
書
道
教
室
 

B
7
月
8
日
〜
8
月
26
日（
毎
週
火
曜
日
・

全
8
回
）
、
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分
 

F
15
人
（
支
援
費
受
給
対
象
者
優
先
、
対

象
者
以
外
は
申
込
順
、
5
人
以
下
の
場
合

中
止
）
 
 

H
5
0
0
円
（
材
料
費
）
※
対
象
者
以
外

は
、
別
途
参
加
費
と
し
て
1
回
に
付
き

1
0
0
円
 

―

①
②
共
通
―

 

C
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ
 

E
市
内
在
住
・
在
勤
の
障
害
者
 

D
6
月
20
日
ま
で
に
、
参
加
費
を
添
え
て

社
会
福
祉
協
議
会
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
蕁
9
9
5
＝
3
6
3
6
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

9
9
5
＝
5
2
8
7
）
へ
 
 

　

八
條
公
民
館
事
業
 

①
講
演
会
「
し
つ
け
っ
て
何
だ
ろ
う
？
」
 

B
7
月
6
日
豸
、
午
前
10
時
〜
正
午
 

E
市
内
在
住
･
在
勤
･
在
学
の
方
（
特
に

幼
児
の
保
護
者
）
※
託
児
有
り
（
10
人
程

度
）
 

G
講
師
＝
埼
玉
県
「
家
庭
教
育
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
隊
」
子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
　

小
國
睦
子
さ
ん
　
　
 

②
文
学
講
座
「
大
正
ロ
マ
ン
の
光
芒
」
 

B
7
月
7
日
豺
・
14
日
豺
、
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
 

E
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
16
歳
以
上

の
方
 

G
第
1
回
＝
芥
川
龍
之
介
の
登
場
―
大
正

五
年
の
文
学
状
況
―
、
第
2
回
＝
芥
川
ロ

マ
ン
の
開
花
―
「
奉
教
人
の
死
」
を
め
ぐ

っ
て
―
・
講
師
＝
大
妻
女
子
大
学
教
授
　

須
田
喜
代
次
さ
ん
 

③
高
齢
者
講
座
「
八
條
ア
カ
デ
ミ
ー
」
　
 

B
6
月
26
日
貅
・
7
月
3
日
貅
、
午
後
1

時
30
分
〜
3
時
 
 

E
市
内
在
住
・
在
勤
で
お
お
む
ね
60
歳
以

上
の
方
 

G
芭
蕉
『
更
科
紀
行
』
を
読
む
・
講
師
＝

清
泉
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
　
大
石
房
子

さ
ん
　
 

―

①
②
③
共
通
―

 

C
八
條
公
民
館
 

F
30
人
（
申
込
順
）
 

H
無
料
　
 

D

6
月
10
日
か
ら
、窓
口
ま
た
は
電
話
で

八
條
公
民
館（
蕁
9
9
4
＝
3
2
0
0
）へ
 

　

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
料
理
教
室
 

　
生
活
習
慣
病
が
気
に
な
る
方
、
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
？
 

B
7
月
16
日
貉
、
午
前
9
時
30
分
〜
午
後

0
時
30
分
 
 

E
市
内
在
住
の
男
女
 

C
保
健
セ
ン
タ
ー
 

G
高
脂
血
症
予
防
の
お
話
と
調
理
実
習
 

F
25
人
（
申
込
順
）
 

H
4
0
0
円
（
材
料
費
）
 
 

D
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
（
蕁
9
9
5
＝

3
3
8
1
）
へ
　
　
　
　
 
 

　

江
戸
時
代
の
料
理
教
室
体
験
講
座

B
6
月
21
日
貍
、
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

30
分
 
 

C
資
料
館
 

E
小
学
生
以
上
 

G
江
戸
時
代
に
書
か
れ
た
料
理
の
本
を
参

考
に
し
て
、
そ
の
こ
ろ
の
料
理
を
作
る
 

F
20
人
（
申
込
順
）
 

H
2
0
0
円
 
 

D
窓
口
ま
た
は
電
話
で
資
料
館
（
蕁
9
9

7
＝
6
6
6
6
）
へ
 
 

　

お
は
な
し
き
ゃ
ら
ば
ん
 

B
7
月
15
日
貂
、
①
午
前
10
時
40
分
〜
正

午
②
午
後
1
時
30
分
〜
2
時
50
分
 
 

C
八
潮
メ
セ
ナ
 

G
人
形
劇
「
か
ん
ぱ
と
ピ
ー
ノ
イ
の
米
づ

く
り
」
 

F
各
5
0
0
人
（
申
込
順
）
 
 

H
無
料
（
入
場
整
理
券
が
必
要
）
 

D
6
月
11
日
か
ら
、
八
幡
図
書
館
で
入
場

整
理
券
配
布
 
 

I
八
幡
図
書
館
蕁
9
9
5
＝
6
2
1
5
　
 

　

教
養
講
座
「
パ
ソ
コ
ン
教
室
」
 

B
7
月
16
日
貉
、
午
前
10
時
30
分
〜
午
後

3
時
30
分
 

C
八
幡
公
民
館
 

E
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
 

G
ワ
ー
ド
を
使
っ
て
暑
中
御
見
舞
の
ハ
ガ

キ
作
成
 

A
昼
食
 

F
20
人
（
申
込
順
）
 

H
1
0
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト
、
材
料
費
）
 

D

6
月
10
日
か
ら
、窓
口
ま
た
は
電
話
で

八
幡
公
民
館（
蕁
9
9
5
＝
6
2
1
6
）へ
 

    　

保
育
指
導
員
 

B
7
月
1
日
〜
平
成
17
年
3
月
31
日
 

①
月
〜
金
曜
日
＝
午
前
6
時
45
分
〜
9
時
・

午
後
4
時
25
分
〜
7
時
15
分
 

②
土
曜
日
＝
午
前
7
時
25
分
〜
9
時
・
午

後
0
時
25
分
〜
2
時
10
分
 

C
中
央
保
育
所
 

E
保
育
士
の
資
格
ま
た
は
乳
幼
児
の
養
育

に
つ
い
て
の
知
識
・
経
験
の
あ
る
方
 

G
児
童
の
朝
・
夕
の
保
育
 

H
日
額
3
6
0
0
円
 

F
1
人
（
面
接
あ
り
）
 

D
6
月
19
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
履
歴
書

（
写
真
貼
付
）
に
必
要
事
項
を
記
入
（
資

格
を
有
す
る
方
は
資
格
証
明
書
の
写
し
を

添
付
）
し
、
窓
口
へ
持
参
ま
た
は
郵
送
 

I
児
童
障
害
課
蕁
A
3
1
4
 

　

第
19
回
八
潮
市
民
音
楽
祭
 

B
11
月
30
日
豸
 

C
八
潮
メ
セ
ナ
 

E
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
で
音
楽
活
動
を

市
内
で
行
っ
て
い
る
団
体
ま
た
は
個
人
 

G
音
楽
演
奏
発
表
会
 

H
無
料
 

D
7
月
25
日
ま
で
に
、
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
窓
口
へ
（
午
前
9
時
〜

午
後
5
時
）
 
 

I
文
化
協
会
事
務
局
（
八
幡
公
民
館
）
蕁

9
9
5
＝
6
2
1
6
 

　

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
☆
天
国
Ｕ
―
20
 

　
得
意
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
メ
セ
ナ
の

ホ
ー
ル
で
披
露
し
よ
う
！！
 

B
8
月
24
日
豸
、
午
後
1
時
30
分
開
演
 

C
八
潮
メ
セ
ナ
 

E
小
学
生
〜
20
歳
未
満
の
方
 

G
ダ
ン
ス
・
カ
ラ
オ
ケ
・
楽
器
演
奏
・
寸

劇
な
ど
何
で
も
Ｏ
Ｋ
 

F
15
組
（
1
人
で
も
可
）
 

D
6
月
17
日
か
ら
7
月
15
日
ま
で
に
八
潮

メ
セ
ナ
（
蕁
9
9
8
＝
2
5
0
0
）
へ
 

≪６月は環境月間です！！≫ 
かけがえのない「地球」を守りましょう 

≪６月は環境月間です！！≫ 
かけがえのない「地球」を守りましょう 

国体への企業協賛募集 国体への企業協賛募集 

ア
ン
ダ
ー
 

ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
 

　皆さんの声を市政に反映する
ため、2000人の方を無作為抽出
し、「第12回八潮市市民意識調査」
を６月に行います。 
　調査票が届きましたら、なる
べく早くご記入し、市へご返送
ください。皆さんのご協力をお
願いいたします。 
I広聴広報課蕁A２２６ 

市民意識調査にご協力を 

（５）　　広報 平成15年６月10日　（４） No.622


